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直方 龍谷
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 12 0 5 2 0 4 2 0 1 0 0

5 0 0 0 0 2 5 * (C) 11 1 2 4 1

6 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

7 * 13 3 2 0 5 7 * 3 0 1 1 3

8 * 4 0 2 0 2 8 * 4 0 1 2 0

9 10 2 2 0 0 9 0 0 0 0 0

10 4 0 2 0 0 10 0 0 0 0 0

11 5 1 1 0 1 11 0 0 0 0 0

12 5 1 1 0 2 12 * 8 2 1 0 0

13 10 0 5 0 0 13 3 1 0 0 0

14 * 10 0 4 2 1 14 0 0 0 0 1

15 * 10 0 5 0 1 15 * 5 0 2 1 1

16 0 0 0 0 2 16 0 0 0 0 1

17 0 0 0 0 0 17 2 0 1 0 0

18 2 0 1 0 2 18 0 0 0 0 0

85 7 30 4 18 0 0 38 4 9 8 7 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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副審

直方 龍谷

(佐賀3位)(福岡4位) ●

85 38

2016年2月13日(土)

選　手　氏　名

16:30

○西村　卓也

徳丸　昴

会場： いちき串木野総合体育館F6

國房　天馬

中嶋　渉人

No. 13F6 日時：

選　手　氏　名

安永　拓海

八田　健仁

八田　秀仁

合計

戦　　評

記載者 國生　明人 （所属） 鹿児島県バスケットボール協会

合計

直方#4安永の得点で先制。龍谷は#5松本のドライブからの得点で2-2とするが高さのある相手ディフェンスに苦しみ得点
を伸ばせない。直方は残り６分から#15馬越のローポストを起点とした攻撃が機能し始め、#13國房(倫)や#7國房(天)が
得点を重ね残り２分で15-4とする。第２Ｐは開始３分で龍谷#5松本のスリーポイントや#15溝口の速攻、直方#14島本の
シュートで点数を取り合い20-9となる。龍谷は直方の高さに対して#7渡邉を中心に積極的なドライブから得点を狙うが
シュートが決まらない。それに対して直方は高さのあるインサイド陣を中心に確実に得点し、26-9と差を広げる。龍谷は
残り２分でタイムアウト後フリースローや速攻が決まり、26-15で前半を折り返す。第３Ｐ両チームともマンツーマンでス
タートするが、残り８分、35-19となったところで、龍谷はデフェンスをゾーンに変え、35-23と追い上げをみせる。直方は残
り５分でデフェンスをオールコートプレスに変え早い展開に持ち込み、45-26とする。さらに残り３分で直方はディフェンス
をオールコートゾーンプレスからのハーフコートゾーンとし、さらに点差を広げる。終了間際に直方#9高松の連続得点で
66-26として第３Ｐを終える。第４Ｐ龍谷はディフェンスリバウンドがとれずに苦しむのに対して、直方は攻撃の手を緩めな
い。龍谷は#13石井のスリーポイントや#5松本のドライブを中心に反撃をするが、直方はディフェンスリバウンドからの速
攻でさらに点差を広げ、85-38で試合終了となった。

江頭　幸輝

岩永　稔弥

堀崎　秀輝

中村　泰地

山下　裕也

牟田　翔

溝口　雄大

髙松　直樹

堀尾　侑希

楠木　宇宙

石川　佑哉

坂口　憂樹

平成27年度　第68回　全九州高等学校バスケットボール競技大会

コーチコーチ 文野　政憲

古賀　悠希

松本　慧

松田　侑大

渡邉　悠大

内川　寛斗

空閑　陸

紀伊　孝哉

國房　倫平

古賀　達也

島本　和幸

馬越　滉将

藤原　龍登

石井　智起

古舘　健太
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